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研 究

歯の外傷の予防に関する統計調査

荻原　　孝，吉田美香子，中村　朋美，栗原

渡辺　幸嗣，高橋　昌司，鈴木　　昭，渡部
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〔論文要旨〕

　過去5年間（2002～2006年）に本学付属病院小児歯科外来を受診した外傷患児370名を対象に，外傷予防に役立

つと思われる項目について統計調査を行った。

　その結果受傷年齢は，乳歯では1歳が最も多く，永久歯では7～9歳が多かった。性別は1．6：1で男児に多く，

受傷場所は屋内が多かった。受傷原因は転倒が53．0％と最も多く，受傷時間は午後に多かった。受傷曜日は乳歯・

永久歯とも土，日曜日が少なかった。

　これらのことから小児の歯の外傷の原因には幾つかの特徴がみられ，それらを保護者に喚起することで頻度を減

らしていける可能性が示唆された。

Key　words：歯の外傷，外傷の予防統計調査

1．緒 言

　厚生労働省調査の平成20年人口動態統計によると，

0歳は先天奇形，変形および染色体異常が死因順位第

1位であり，不慮の事故は第5位であるものの，1～

4歳，5～9歳の年齢階級における第1位は不慮の事

故となっている1）。事故は一見防ぎようもない突然の

出来事として発生するが，原因を科学的に分析し，必

然性の存在を少しでも見出すことができればそれを

改めることで事故を減らすことが可能となる。特に子

どもの事故は発達との関連が強いこともあり，周囲の

人々が的確に対応することにより十分に防止可能とす

る考え方が一般的になってきている2）。予防性の高い

事故としては，発生頻度の高い事故（家庭内で起こり

やすい誤飲など），具体的な解決方法がはっきりして

いる事故（風呂の残り湯での溺死など）などが挙げら

れる。

　小児歯科臨床においても，事故による口腔の外傷は

やはり頻度が高く，低年齢児においては歯の欠損等が

生じ，患児，保護i者に対する肉体的・精神的被害は

大きい。歯の外傷に関する報告は多くなされている

が3’一13），いずれも外傷の症状，治療法，予後など，歯

科治療的な内容が多く，外傷の予防に焦点をあてて分

析を試みたものは少ない。今回われわれは本学付属病

院に来院した外傷患児の5年間の統計を集計し，歯の

外傷の予防につながる事項の検索を行い，過去の報告

例を含めて考察を行った。

皿．対象および方法

　調査対象は，2002年1月から2006年12月までの5年

問に外傷を主訴として本学付属病院小児歯科外来を受

診した患児370名（男児227名，女児143名）である（対
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象時期に来院した初診患者数2，847名）。調査は特に外

傷予防に関係する項目について行った。すなわち受傷

年齢，受傷性差，受傷場所，受傷原因，受傷時間1，受

傷月，受傷曜日，受傷部位，受傷様式とした。

皿．結　　　果

1．受傷年齢と性差（図1）

　乳歯外傷は263名（男児150名，女児113名。男児：

女児＝1．3：1），永久歯外傷は90名（男児68名，女児

22名。男児：女児＝3．1：1），軟組織のみの受傷は17

名で総人数370名であった。

　乳歯では1歳が最も多く（26．7％），次いで2歳児

（22．1％），3歳児（17．5％）の順で，1～3歳で全体

の約70％を占めていた。永久歯では9歳児が最も多く

（24．4％），次いで7，8歳が同順（18．9％）で7～9

歳で全体の約60％を占めていた。

2．受傷場所（図2）

受傷場所は，カルテ記載のあった213名を対象に

して調査した結果，乳歯では，屋内が61。7％，屋外
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図2　受傷場所と受傷月

が38．3％で屋内の方が多かった。永久歯では屋内が

45．8％で，屋外が54．2％で屋外の方がやや多かった。

3．受傷原因（図3）

　受傷原因は乳歯では，転倒（54．8％），打撲（25．9％），

転落（8．7％）の順であった。永久歯では，転倒（47．8％），

打撲（26．7％），衝突（11．1％）で，乳歯より衝突の

割合が高かった。年齢別では，1～3歳で転倒が多く，

転落は1歳が最も多くみられた。

4．受傷時間（図4）

　受傷時間は，カルテ記載のあった160名を対象に午

前・午後・夜間（19時以降）に分けると，乳歯は午

前37．2％，午後44．2％，永久歯は午前36，2％，午後

57．4％と，ともに午前より午後の方が多かった。また，

乳歯では5歳頃まで夜間にも受傷していた。

5．受傷月（図2）

　受傷月を春季（3，4，5月），夏季（6，7，8月），

秋季（9，10，11月），冬季（12，1，2月）に分けると，

乳歯・永久歯合わせた全体で春季にやや多かったもの
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の特徴的な増減はみられなかった。

6．受傷曜日（図5）

　受傷曜日は，カルテ記載のあった304名を対象に調

べた結果，乳歯では土・日曜日が少なく，永久歯では

木曜日が最も多く，水・土・日曜日に少なかった。

7．受傷部位（図6，表1）

　受傷部位は上顎前歯部が多く，乳歯では上顎乳中切

歯が最も多く（68．7％），左右側ともに155歯であった。

永久歯では上顎中切歯が最も多く（68．6％），右側59歯，

左側57歯であった。また，軟組織外傷56例とその他8

例（歯槽骨骨折など）もみられた。軟組織受傷部位で

最も多かったのは上唇小帯20例（35．7％）であり，次

いで下唇10例（17．9％），上唇9例（16．1％）であった。

8．受傷様式（図7（一部重複あり））

　乳歯では，振盟・動揺が最も多く（47．0％），次い

で陥入・挺出・転位（13．3％），歯冠破折（12．0％）

であった。永久歯においても振盈・動揺が多くみられ

（44．7％），次いで歯冠破折（34，5％）の順であった。
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表1　軟組織受傷部位

受傷部位 患者数（％）

歯肉 6（10．7）

上唇小帯 20（35．7）

舌 3（5．4）

頬粘膜 4（7．1）

上　唇 9（16．1）

下　唇 10（17．9）

その他 4（7．1）

計 56（100．0）

1V．考 察

　全国の病院および救急救命センターにおいて事故調

査を実施した報告によれば，0歳では異物誤飲，転落，

転倒の順に事故が多く，1～2歳児では転倒，転落，

衝突の順であり，3～5歳児では転倒，衝突，転落の

順であったと報告されている14）。異物誤飲は0歳に特

に多く，1～2歳になると転倒，転落が多くなり，3

～5歳になると転倒，衝突が多くなることをみても，

子どもの事故は心身の発達と密接な関係があることが

わかる。したがって，子どもの発達過程を理解し，そ

れに合った適切な対応をすることによって，多くの事

故は防止することが可能であると思われる。そのため

には，妊婦歯科健診1歳6か月児健診や3歳児健診，

小児保健研究
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歯科を受診した際に，保護者に対して幼児期に歯の外

傷が最も多く生じるということを知らせることが効果

的であろう。

　結果の各項目について考察すると，乳歯の外傷で最

も多い年齢は，過去の報告3～5）同様1歳であった。1

～3歳で約70％を占めていることから，保護者には特

にこの時期は外傷が好発することを告げ，家庭での注

意を喚起することが必要と思われる。原因としては，

歩行運動が開始されたばかりで，転倒した際に手をつ

くことができず顎顔面口腔領域に外傷を受けやすいた

めだと考えられる。防止策としては，つまずかないよ

うに原因と成りうる物をできるだけ子どもの行動範囲

に置かないようにしたり，転倒した際に外傷を負わな

いよケにするために机などの角を緩衝剤でカバーする

ことが必要になると思われる。また，歩行運動が発達
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するに従って行動範囲が広がり，親の目から離れやす

くなるので子どもにとって危険なところには入れない

ように柵など設けて安全を確保する必要がある。

　受傷場所は，乳歯においては屋内が多かった。屋外

では親，保育士等大人が事件，事故に巻き込まれない

よう一緒に行動することが多いが，屋内においては大

人の目が十分行き届かない時間が生じるため屋内の方

が多くなったと考えられる。一方，永久歯においては

屋外の方が多かった。理由としては，屋内での転倒な

どは少なくなり，屋外での活動中の事故が多くなるこ

とが考えられる。受傷場所を屋内，屋外，幼稚園・学

校内の3つに分類し，受傷した原因因子を具体的に調

べた稗田ら12）によると，屋内では机ドア，タンス，ホー

ムコタツ，テレビ，モップの柄，電話の受話器，ベッ

ドの枠などでの打撲が多く，屋外では路上で走ってい

ての転倒が多く，幼稚園・学校内では子ども同士の衝

突やジャングルジム，スベリ台，ブランコなどでの打

撲が多かったと報告している。屋内，屋外ともに子ど

もの身になり，子どもの行動を分析し，大人だけでな

く子どもにとっても事故の生じづらい環境をつくって

いくべきである。

　受傷原因については，過去の報告同様5～7＞乳歯，永

久歯ともに転倒が多かった。永久歯が萌出している子

どもの転倒が多かった理由として大野ら6）は，小学生

では学校内（校舎内，屋外），通学途中や帰宅後の友

人との遊戯・スポーツ中の接触事故や自転車による転

倒といった行動の活発さや不注意からくる事故が多い

と報告している。

　受傷時間については乳歯，永久歯ともに午前より午

後の方が多かっkzs）。原因としては，保育園・幼稚

園での外遊び，クラブ活動，放課後の友人との遊戯等

により多くなったと思われる。クラブ活動などスポー

ツによる外傷はマウスガードを装着することで軽減す

ることができる。マウスガードとは，弾性のある材料

でできており，素材が衝撃吸収性を有することと，歯

列を被覆することで外傷予防効果を発揮するものであ

る15）。なお，受傷時間を1時三軍に細かく調査した三

宮ら13）によると，午前7時から時間とともに増加し，

15時16時17時をピークとし20時頃までに受傷する

ものが圧倒的に多く，21時，22時，23時と急に減少す

ると報告している。

　受傷月については，年間を通して特徴的な増減を認

めなかった。この結果より，外傷はどの時期において

701

も生じうることが示唆される。

　受傷曜日は，乳歯・永久歯ともに土曜日，日曜日が

少なかった。この原因として顎顔面口腔外傷の観察を

報告した黒川ら9）は，週休2日制が定着し，土曜日，

日曜日の週末には両親による保護が行き届くことが一

因として考えられると述べている。また今回の調査で

永久歯は木曜日の来院が多かったが，これは埼玉県下

近隣の歯科医院の多くが木曜日を休診日としており，

本学付属病院小児歯科外来を受診した割合が増加した

ことによるものと考えられる。

　受傷部位に関しては，上顎前歯が多くみられること

について難波ら10）は，上顎前歯が下顎前歯を被蓋して

いることや，願部を打ったときには，下顎前歯によっ

て上顎前歯がつき上げられること，また永久歯では上

顎前歯部が萌出途中で，前方にやや突出して萌出して

くることなどが考えられる，と述べている。また，軟

組織受傷部位で最も多かったのは金川ら16），曽我ら11）

の報告と同様，上唇小帯であった。上唇小帯が多い理

由について曽我ら11）は小児の運動方向を考慮すると，

前方に転倒することが多く，顎顔面部では上唇部を最

初に打撲する率が高いためと考えられる，と述べてい

る。

　以上今回調査した項目について考察したが，田中

ら17＞は6か月児健診時に安全チェックリストなどを用

いた事故防止指導を行った結果，総事故件数の割合を

5．4％減少することができたことを報告している。こ

のように歯の外傷についても平素より幼稚園，保育園，

小学校との連携を密にし，外傷の予防に関したパンフ

レットなどを作成して，情報共有を図れる体制づくり

を行うことが必要だと考えられた。

V．ま　と　め

　今回われわれは本学付属病院に来院した外傷患児の

5年間の統計を集計し，歯の外傷の予防につながる事

項の検索を行い，過去の報告例を含めて考察を行った。

その結果，外傷の発生には年齢，場所などの特徴が認

められ，それらを保護者に健診や歯科を受診された際

に喚起することで頻度を減らしていける可能性が示唆

された。

　この論文の内容は平成21年10月大阪府大阪市において

行われた第56回日本小児保健学会にて発表した。
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（Summary）

　The　purpose　of　this　study　was　to　prevent　dental　trau－

ma．　A　statistical　research　was　performed　in　370　children

with　dental　trauma　who　visited　Pediatric　Dentistry，　Mei－

kai　University　Hospital　in　the　last　5　years　（2002－2006）　．

　The　following　results　were　obtained　：

1．　Dental　trauma　of　deciduous　tooth　was　the　most　fre－

　quent　in　1－year－old－babies，　and　that　of　permanent

　tooth　was　in　7－9－year－old－children．

2．　The　ratio　of　male　to　female　was　1．6：1．

3．　Dental　trauma　tended　to　happen　indoors．

4．　The　major　cause　of　trauma　was　falling　（53，00／o）　．

5．　Dental　trauma　happened　frequently　in　the　afternoon．

6．　The　frequency　of　dental　trauma　in　deciduous　and　per－

　manent　tooth　were　low　on　Saturday　and　Sunday　．

　As　mentioned　above，　some　features　were　found　ac－

cording　to　the　cause　of　the　dental　trauma　in　Children，

and　the　results　suggested　that　the　frequency　can　be　de－

creased　by　sparking　up　guardians．
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